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一
に
つ
い
て

逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
、
取
調
べ
の
た
め
に
出
頭
し
、
滞
留
す
る
義
務
を
負
う
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
刑
事
司
法
手
続
に
お
い
て
、
被
疑
者
の
取
調
べ
が
事
案
の
真
相
を
解
明
す
る
上
で

極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
広
く
刑
事
訴
訟
制
度
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
慎
重
に
検
討
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
五
条
第
一
項
は
、
刑
事

訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
勾
留
さ
れ
る
者
を
、
刑
事
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
に
代
え

て
、
留
置
施
設
に
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
お
り
、
勾
留
場
所
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
に
お
い
て
、
個
別
の
具

体
的
事
案
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一



現
在
、
刑
事
施
設
は
、
支
所
を
含
め
全
国
に
百
八
十
八
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各
施
設
に
よ
り
収
容
の
状
況
は
大
き

く
異
な
る
と
こ
ろ
、
今
後
も
、
必
要
に
応
じ
、
刑
事
施
設
の
増
設
や
改
築
を
行
う
な
ど
し
て
、
適
正
な
収
容
能
力
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


